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毎
号
と
じこ
ん
でく
だ
さ
い
。き
っ
と
お
役
に
立
ちま
す
。
 

ノンボルマーク 

ち
び
っ

子
農

園
が

オ
ー
プ

ン
 

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て

ー
 

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
作

業
を
通
し
て
、
親
と
子
の
ふ
れ

あ
い
を
つ
く
り
心
と
体
を
き
た

え
な
が
ら
生
産
の
喜
び
と
勤
労

の
尊
さ
を
学
ぼ
う
と
五
月
六
日
、
 

市
内
ー
ッ
谷
の
「
ち
び
っ
子
農

園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
0
 

こ
れ
は
、
市
が
市
内
の
小
学

校
高
学
年
と
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

開
設
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
十
七
回
目
と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
日
は
開
園
に
先
き
立
ち
、
 

佐
々
木
市
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
 

苗
の
植
え
方
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
続
い
て
、
ナ
ス
、
ト

マ
ト
の
苗
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種

イ
モ
な
ど
が
配
布
さ
れ
、
各
自

に
割
り
当
て
ら
れ
た
農
園
（
一

区
画
約
三
十
平
方肩
）
に
親
子

で
一
緒
にな
っ
て
植
え
つ
け
、
 

収
穫
に
期
待
を
よ
せ
て
い
ま
し

た
。
 

ま
た
こ
の
日
は
、
市
内
栄
地

区
に
あ
る
 
「市
民
農
園
」
も
開

園
し
ま
し
た
。
 

畑仕事に精を出す家族づれ 

毎
回
可
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

広報

畑仕事に 精を 出す家族づれ

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
作

業
を
通
し
て
、
親
と
チ
の
ふ
れ

あ
い
を
つ
く
り
心
と
体
を
き
た

え
な
が
ら
生
産
の
喜
び
と
勤
労

の
尊
さ
を
学
ぼ
う
と

U
月
六
臼
、

市
内

一
ツ
谷
の
「
ち
び
っ
子
農

園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

市
が
市
内
の
小
学

校
高
学
年
と
中
学
校
の
児
盗
・

生
徒
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

開
設
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
卜
ヒ
削
日
と
な
り
ま
す
。

こ
の
日
は
開
聞
に
先
き
立
ち
、

佐
々
木
市
長
の
あ
い
さ
つ
の
後、

苗
の
植
え
方
に

つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
続
い
て
、
ナ
ス
、
ト

マ
ト
の
凶
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種

イ
モ
な
ど
が
配
布
さ
れ
、
各
白

に
割
り
当
て
ら
れ
た
農
園
(
一

区
画
約
三
十
平
方
灯
)
に
親
チ

で
一
緒
に
な

っ
て
植
え

つ
け、

収
穫
に
期
待
を
よ
せ
て
い
ま
し

た。
ま
た
こ
の
臼
は
、
市
内
栄
地

区
に
あ
る
「
市
民
農
園
」
も
開

国
し
ま
し
た
。
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広報ごしょがわら 	 （第735号）② 

殿が昆虜 

ル
つ
く
る
ひ

と

）
と
ルた
べ
る
ひ

と

）
の
 

交
流

の
場
に
 

七
和
農
業
協
同
組
合
（
三
H
 

光
男
組
合
長
）
が
昨
年
の
十
一
一

月
か
ら
狼
野
長
根
に
建
設
し
て

い
た
 
「七
和
農
協
消
費
者
利
用

交
流
施
設
」
が
完
成
し
、
四
月

二
十
六
日
落
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

同
施
設
は
、
国
の
果
樹
産
地

活
性
化
特
別
対
策
事
業
に
認
定

さ
れ
、
農
業
者
と
消
費
者
が
相
 
 

互
理
解
を
深
め
、
農
業
・
農産

物
加
工
の
体
験
学
習
、
加
工
品

直
売
の
場
と
し
て
建
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。
 

完
成
し
た
施
設
は
、
木
造
平

屋
建
て
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
で
面

積
二
百
六
十
八
・
二
九
平
方
屑

で
、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
を
作
る

体
験
学
習
室
、
農
産
加
工
品
を

売
る
展
示
直
売
室
、交
流
談
話
 
 

室
が
あ
り
、
総
事
業
費
は
約
四

千
七
百
五
十
四
万
円
を
投
入
し

て
い
ま
す
。
 

落
成
式
に
は
、
関
係
者
ら
約

四
十
人
が
出
席
し
、
神
事
が
行

わ
れ
、
こ
の
後
の
祝
賀
会
で
「
一

上
組
合
長
が
 
「こ
の
施
設
を
最

大
限
に
活
用
し
、
消
費
者
と
生

産
者
の
連
帯
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て

い
き
た
い
」
 
と
あ
いさ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。
 

同
施
設
は
、
国
道
一
〇
一
号

沿
い
の
狼
野
長
根
公
園
に
あ
り
、
 
 立

地
条
件
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の

観
光
客
が
訪
れ
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

春
の
 

ク
リ
ー
ン
作
戦
 

を
実
施
 

市
民
と
行
政
が
協
力
し
て
側

溝
な
ど
の
ゴ
ミ
や
泥
を
収
集
し

て
住
み
よ
い
き
れい
な
環
境
を

つ
く
ろ
う
と
、「春
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
が
、
四
月
二
十
五
日
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
 

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
十
四
年

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
 

初
日
の
こ
の
日
は
、
各
町
内
会

長
、
環
境
保
全
指
導
員
、
県
、
 

市
か
ら
約
六
十
人
と
ダ
ン
プ
カ
 

ー
な
ど
の
車
両
七
台
が
旧
ロ
ー
 

タ
リ
ー
に
集
合
。
そ
の
後
、
一
一

班
に
分
か
れ
、
約
二
時
間
に
わ

た
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
0
 

同
作
戦
は
四
月
い
っ
ぱ
い
ま

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

完成した消費者利用交流施設 

泥上げに精を出す参加者 
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酒田白羽田畏縮自由が男同

H

つ
く
る
ひ
と
u
と

H

た
ベ
る
ひ
と
μ

の

交
流
の
場
に

七
利
農
業
協
同
組
合

(一一
玉

光
男
組
合
長
)
が
昨
年
の
十
二

月
か
ら
狼
野
長
根
に
建
設
し
て

い
た
「
七
和
農
協
消
費
者
利
川

交
流
施
設
」
が
完
成
し
、
四
月

二
ト
六
日
溶
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

同
施
設
は
、
国
の
果
樹
産
地

活
性
化
特
別
対
策
事
業
に
認
定

さ
れ
、
農
業
者
と
消
費
者
が
相

互
理
解
を
深
め
、
農
業
・
農
産

物
加
工
の
体
験
学
胃
、
加
工
品

直
売
の
場
と
し
て
建
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。

完
成
し
た
施
設
は
、
木
造
平

屋
建
て
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
で
面

制
二
百
六
卜
八
・

二
九
平
β
引

で
、
り
ん
ご
ジ

ュ
ー
ス
を
作
る

体
験
学
習
室
、
出
産
加
工
品
を

売
る
展
示
直
売
室
、
交
流
談
話

室
が
あ
り
、
総
事
業
貨
は
約
四

千
七
百
五
十
四
万
円
を
投
入
し

て
い
ま
す
。

落
成
式
に
は
、
関
係
告
ら
約

四
十
人
が
山
席
し
、
神
事
が
行

わ
れ
、
こ
の
後
の
祝
賀
会
で
三

上
組
合
長
が

「
こ
の
施
設
を
最

大
限
に
市
川
し
、
消
貸
者
と
生

産
者
の
述
帯
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
国
道

一
O
一
号

沿
い
の
狼
肝
長
根
公
園
に
あ
り
、

さ 住l~ 立
れ 光地
て客条
しミ カずヂド
ま主力に
すれ恵
。るま

もオ1
σコ、
と.大
H月勢
千寺の

完成した消費者利用支流施設

春
の

ク
リ
ー
ン
作
戦

を
実
施

市
民
と
行
政
が
協
力
し
て
側

溝
な
ど
の
ゴ
ミ
や
泥
を
収
集
し

て
住
み
よ
い
き
れ
い
な
環
境
を

つ
く
ろ
う
と
、
「
春
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
が
、
四
月
二
十
五
日
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
十
四
年

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

初
日
の
こ
の
日
は
、
各
町
内
会

長
、
環
境
保
全
指
導

μ、
県
、

市
か
ら
約
六
十
人
と
ダ
ン
プ
カ

ー
な
ど
の
車
両
七
台
が
旧
ロ
ー

タ
リ
ー
に
集
合
。
そ
の
後、

二

班
に
分
か
れ
、
約
二
時
間
に
わ

た
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た。

同
作
似
は
四
月
い

っ
ぱ
い
ま

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

体験学習室

泥上げ、に精を出す参加者
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出稼地域相談指導員などを委嘱 
市では 4 月24日、中央公民館で地域相談指導

員25人、出稼相談員27人、出稼留守家庭世話人 

79人の委嘱状交付一式を行いました。 

交付式には、佐々木市長ほか関係者糸勺90人が

出席。委嘱状を交イ寸した後、佐々木市長は 「当

市への誘致企業の立地は順調に進んでいますが、 

依烈ミとして出稼ぎ者も多く、安全で明るい出稼

ぎ推進のため皆さんのご協力をお願いします」 

とあいさつをう木べました。 

弓は続き、山本富長五所川原労働基準監督署

長、野呂哲夫五所川原公共職業安定所統括職業

指導官がそれぞれ講話し、式を終わりました。 

地域相談指導員等は、出稼ぎしている方及び

その留守家族が抱えている悩みや問題について

相談、助言を行うものでト、任期は指導員が 1年、 

相談員及び世話人は 2 年です。 

委嘱状交付式 

今回、市が委嘱した方々は次のとおりです。 

（敬利調各） 
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依然として出稼ぎ者も多く、安全で明 るい出稼

ぎ推進のため皆さんのご協力をお膨れミします」
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引き続き、山本富長五所川原労働基準監督署

長、野呂哲夫五所川原公共職 業安定所統括職業
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委嘱状支付式

今回、市が委l属した方々は次のとおりです。

(敬称略)
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i奏 鹿内目IJ 子 " 山口敏 子
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" l鳴海ゑつチ イシ 山形リ セ
島切 三 浦ヤエ
。 光村花美
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物
の
五
分
の

二

に
チ
供
た
ち
は
大
喜
び
。

ま
た
、
会
場
に
は
模
擁
庖
や

五
能
線
沿
線
の
特
産
品
コ
ー
ナ

ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
五
月
晴

れ
の
中
、
こ
ど
も
の
目
安
思
う

存
分
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。



当
市
飯
詰
出
身
の
中
国
残
留

日
本
人
孤
児
が
家
族
と
と
も
に

四
月
二
十
七
日
、
永
住
帰
国
の

た
め
古
里
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
 

帰
国
し
た
の
は
、
木
村
ふ
み

さ
ん
（
5
1）
廿
中
国名
・
超
艶
明

廿
と
、
夫
の
朱
正
堂
さ
ん
（
署

ら
一
家
族
七
人
で
す
。
 

ふ
み
さ
ん
一
家
と
成
田
空
港

ま
で
迎
え
に
出
た
実
兄
の
孝
さ

ん
と
と
も
に
五
所
川
原
入
り
。
 

ふ
み
さ
ん
は
、
昨
年
一
時
帰

国
し
て
お
り
、
今
回
は
家
族
そ

ろ
っ
て
の
永
住
帰
国
と
な
り
ま
 

し
た
。
 

五
月
一
日
に
は
、
家
族
が
そ

ろ
っ
て
市
役
所
を
訪
れ
、
佐
々

木
市
長
タ
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
 
「長
い
間
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

一
日
も
早

く
こ
ち
ら
の
気
候
、
こ
と
ば
に

慣
れ
て
く
だ
さ
い
。
市
と
し
て

も
出
来
る
だ
け
ご
援
助
い
た
し

ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
木
村
さ
ん
は

お
礼
の
意
を
込
め
て
老
酒
、
ジ

ャ
ス
ミ
ン
茶
な
ど
の
中
国
み
や

げ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
 

木
村
さ
ん
ら

は
、
市
が
用
意

し
た
市
営
住
宅

に
引
っ
越
し
、
 

新
生
活
を
ス
タ
 

ー
ト
さ
せ
ま
し
 

た
。
 

お
帰
り
な
さ
い
 

ふ
み
さ
ん
 

中
国
残
留
日
本
人
孤
児

一
家
が
永
住
帰
国
 

佐々木市長（右）に中国みやげを手渡す

木村ふみさん（左） 
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田
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空

津
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あ
い

松
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青
雅

草
野
 
力
丸

小
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凡
石

橘
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ま
も
る
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水
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江

長
沢
 
幸
子

千
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恭
秀

福
士
 
光
生

工
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富
貴

奈
良
 
機
雲

川
村
 
廉
子
 

川 

森
田

・
兼
平
 

勉
 

五
所
川
原
梅
ま
つ
り

協
賛
 

第
ニ
回
県
下
短
歌
大
会
・
県

下
俳
句

大
会

・
県
下
川
柳
大
会
の
入

賞
者
が

決
ま
り
ま
し
た
 

宿
題
「
新
芽
」
 

や
う
や
く
に
農
を
継
ぐ
気
と
な
り
し
子
が
 

新
芽
選
り
つ
つ
種
芋
を
切
る
 

中
里

・
小
寺
粕
太
郎
 

桂
木
の
赤
く
芽
吹
け
る
谷
あ
ひ
を
 

雪
ど
け
の
水
と
ど
ろ
き
流
る
 

中
里
・
小
寺
 
徳
満
 

歩
を
と
ど
め
歩
を
と
ど
め
し
聞
く
林
み
ち
 

新
芽
の
樹
々
は
い
た
っ
て
暁
舌
 

黒
石
・
野
呂
 
昭
夫
 

ほ
の
紅
さ
帯
び
て
新
芽
の
ふ
く
ら
め
る
 

林
に
満
ち
て
く
る
も
の
身
待
っ
 

宿
題
「
春
風
」
 

ひ
と
け
な
き
十
三
の
巡
り
は
と
ど
ろ
か
に
 

春
の
あ
ら
し
の
音
の
み
を
聞
く
 
五
所
川
原
・
関
 
喜
代
栄
 

風
切
り
の
鎌
立
つ
浜
に
干
す
鱈
を
 

北
の
冷
た
き
春
風
ゆ
ら
す
 
五
所

川
原
・
下
山
 
サ
ト
 

言
ひ
た
き
こ
と
明
日
に
の
ば
さ
む
君
の
背
を
 

い
き
い
き
さ
せ
て
春
風
の
吹
く
 
五
所
川
原

・
山
谷
 
久
子
 

新
聞
を
く
ば
る
朝
の
春
風
に
 

曲
る
背
筋
を
の
ば
し
て
走
る
 

鶴
田
・
沢
田
 
清
作
 

席
題
「
梅
の
匂
い
」
 

幼
木
の
成
木
と
な
る
二
十
一
世
紀
 

い
か
に
匂
は
む
梅
林
の
山
 

弘
前
・
篠
崎
 
ハ
ナ
 

わ
が
身
よ
り
憂
ひ
の
ひ
と
つ
消
え
ゆ
か
ん
 

紅
梅
に
ほ
ふ
林
ゆ
く
と
き
 

黒
石
・
山
田
 
義
子
 

あ
は
れ
あ
は
れ
わ
が
衰
へ
は
梅
の
香
に
 

遠
く
て
紅
き
一
二
輪
ち
る
 

弘
前
・
中
村
 
道
郎
 
 

梅
林
に
況
ぐ
大
望
の
岩
木
山
 

紅
梅
の
胴
芽
一
輪
ひ
ら
き
け
り
 

げ
抗
叱
碑
の
譜
が
春
の
音
風
の
音
 

梅
三
分
濃
き
も
淡
き
も
日
の
匂
ひ
 

会
へ
ば
知
己
大
釈
迦
越
え
て
梅
を
見
に
 

晦
が
香
に
真
向
ふ
岩
木
の
雪
の
肌
 

山
祇
の
風
や
は
ら
物
訳
梅
匂
ふ
 

咲
き
そ
め
て
梅
の
四
阿
風
通
ふ
 

梅
咲
い
に
い
ょ
い
ょ
風
が
軽
く
な
る
 

梅
林
の
呪
縛
の
う
ち
に
る
た
る
か
な
 

冷
え
び
え
と
眉
に
う
す
ら
日
梅
の
花
 

照
り
か
げ
り
梅
の
白
さ
も
ま
だ
蓄
 

マ
ッ
チ
の
火
ほ
ど
の
望
郷
梅
香
る
 

一
 

（五
位
ま
で
の
代
表
句
）
 

裏
方
の
汗
に
祭
り
の
詩
が
あ
る
 

藤
崎

・
佐
藤
 
悠

縫
れ
糸
時
の
流
れ
が
解
き
ほ
ぐ
す
 

鶴
田
・
中
野
野
泣
子

喪
の
あ
け
た
女
が
選
ぶ
紅
の
色
 

黒
石
・
柳
田
 
健
一
一

い
ち
早
く
蜂
が
来
て
い
る
梅
ま
つ
り
 
五
所
川
原

・
阿
部
 
枯
葉

ク
レ
ョ
ン
の
紅
に
希
望
の
明
日
が
あ
る
 

弘
前

・
村
上
 
志
朗

席
題
「
紅
」つ

ま
 

春
う
ら
ら
病
妻
も
ほ
ん
の
り
紅
を
ひ
き
 

黒
石
・
佐
藤
 
遊
子

酔
狂
の
紅
が
不
信
の
種
と
な
る
 

藤
崎

・
佐
藤
 
悠

宿
題
「
虹
」
 

掴
め
そ
で
つ
か
め
ぬ
虹
を
追
っ
て
古
稀
 
五
所
川
原
・
加
藤
彩
人
 

宿
題
「
流
れ
」
 

反
核
燃
だ
け
で
流
れ
は
変
え
ら
れ
ぬ
  

五
所
川
原
・
沢
田
長
一
郎

宿
題
「
祭
り
」
 

余
生
な
お
祭
り
狂
い
の
血
を
余
す
 

鶴
田
・
中
野
野
泣
子
 

短 
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さ
ん

中
国
残
留
日
本
人
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一
家
が
永
住
帰
国
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当
市
飯
詰
出
身
の
中
国
残
留

日
本
人
孤
児
が
家
族
と
と
も
に

四
月
二
卜
七
日
、
永
住
帰
国
の

た
め
古
里
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

帰
国
し
た
の
は
、
木
村
ふ
み

さ
ん
(
日
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中
国
名
・
組
艶
明

M
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と
、
夫
の
朱
正
堂
さ
ん
(臼
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ら

一
家
族
ヒ
人
で
す
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ふ
み
さ
ん

一
家
と
成
旧
空
港

ま
で
迎
え
に
出
た
実
兄
の
孝
さ

ん
と
と
も
に
五
所
川
原
入
り
。

ふ
み
さ
ん
は
、
昨
年

一
時
帰

国
し
て
お
り
、
今
回
は
家
族
そ

ろ
っ
て
の
永
住
帰
国
と
な
り
ま
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し
た
。

五
月

一
口
に
は
、
家
族
が
そ

ろ
っ
て
市
役
所
を
訪
れ
、
佐
々

木
市
長
会
義
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は
「
長
い
間
ご

皆
労
さ
ま
で
し
た
。
一

H
も
早

く
こ
ち
ら
の
気
候
、
こ
と
ば
に

慣
れ
て
く
だ
さ
い
。
市
と
し
て

も
出
来
る
だ
け
ご
援
助
い
た
し

ま
す
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
木
村
さ
ん
は

お
礼
の
怠
を
込
め
て
老
酒
、

ジ

ャ
ス
ミ
ン
茶
な
ど
の
中
国
み
や

げ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

木
村
さ
ん
ら

は
、
市
が
用
意

し
た
市
営
住
宅

に
引
っ
越
し
、

新
生
活
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。

佐々木市長(右)に中国みやげを手渡す

木村ふみさん(左)

五
所
川
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梅
ま
つ
り
協
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回
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下
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会
・
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が
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ま
し
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や
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に
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ぐ
気
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選
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流
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第33回水道週間の実施 
一一滴の水も地球の贈りもの一 

レ日時 6 月1 日から 6 月 7 日 

月 	日 行 事 名 内 	容 開催場所 

5 月30日 保育園の巡回 
風船、ステッカー、 
トムとジエリ― 市内各保育園 

3
1、
3
  

月
 
月
 
日
 
日
 

広報車の巡回 水道週間のPR 市 内 一 円 

'
!
 
 

6
 
6
 

月
 
月
 

1
 
7
 

日
 
日
 

懸 垂 幕 
水道週間（一滴の
水も地球の贈り物） 

水 道 庁 舎 

6 月 3 日 水 道 デ ー 
午前10時から 

花火10時・11時・ 
12時各 1発 
そば、わたあめ、く
じひき各コーナー 
パネル、水道検査
機器 
陶器の展示 
2 級配管技工実技
講習会 

お祭り広場 

6 月 4 日 
母子家庭、 ー 

人ぐらし家庭

巡同修理 

水道の相談、パッ
キン等の無料修理 各 家 庭 

市民参加の植樹祭開催 
緑を大切に潤のある生活を 

レ日時 6 月 9 日（日）午前10日、送迎バス利用 

の方は、午前 9日寺まで市役所前に集合 

レ場所 狼野長根公園 

レ申込み締tJJ 6 月 5 日 農林課（内線215) 

レその他 長ぐつ又はズック、軍手を用意して 

下さい。 昼食、使用道具は、il了で準備します。 

参加者全員に苗木の無償配布があります。 

町地域公演フェスティバルInあおもり 
『風の子バザール』 

世界のお話でてこいー 

（劇団風の子） 

自分のすぐ目の前で、汗を流し、息をきらし

身体中で表現していく生の舞台に、子供達の夢

は、大きく広がります。 この感動をすべての子

供に届けたい。 

レ整理券 4 才以上、前売 800円（当日900円） 

3 才以下は無料です。 

日 時 会 	場 

6/11(k) 6:30 しきしまコミセン 

12(*) 7:00 松 島 集 会 所 

13（木） 6:30 コ ミ セ ン 三好 

14（金） 6:30 コ 	ミ 	・セ 	ン 	り蓑 

15（土） 2:30 富士見コ ミ セ ン 

7 	: 00 コ ミ セ ン 飯 詰 

レ後援 青森県教育委員会 五所川原ili教育委 

員会 

レ間い合せ 五所川原おやこ劇場 廿341 2170 

平成 3年度 第15回 
手話講習会を開催します 

レ目的 手話を正しく理解させ、手話奉仕員及 

び、手話通訳者を養成し、聴覚障害者の福祖二 

増進を図ることを目的とします。 

）主催 ネ土団法人青森県ろうあ協会 

レ協力 五所川原手話サークル 「ひまわり」 

レ受講者 聴覚障害者の福祖：に理解と熱意を有 

し、将来、手話奉仕員、手話通訳者及び聴覚 

障害者との交I充を希望する者 

レ講習内容 初級コース 

(1）手話と指文字と起源及び解説 

(2）聴覚障害者の福祖二と現状 
一、 	 (3）聴覚障害者の教育及び交i充 

レ会場 Li,折川原市中央公民館 

レ日寺間 午後 6 時30分、から 8 日寺 

レ受講料 無料（イ旦しテキスト代として初級600 

円必要です） 

レ間い合せ 山田勝彦（"35一 6762) 

ン日程 6 月12日 開講式・手話解説 

6 月19日、 6 月26日、 7 月 2 H 、 7 月 9 日、 

以上実技 6 月14日体験学習・大会交流 

7 月17日、 7 月24日、 7 月31日、以上実技 

8 月 7 日体験学習・ミニ講演 8 月21日実技 

8 月28日閉講式・反省 

身体障害者の 

巡回診査を行います 

レ対象者 ①身体障害者手帳の交付を受けるた

め診査を必要とする人（②）障害の程度に変化が 

r あり、障害の程度、等級の変更、更生医療を

必要とする人（③）補装具等の交付、修理を必要

とする人（④）その他、身体障害者で医療施設入

所等の相談を希望する人 

レ診査科目及び場所、日程 

〇耳鼻科 6 月 5 日（水） 中央公民館

〇内 科 6 月18日（火） 中央公民館

〇目艮 科 6 月25日（火） イ重』く婦人の家

〇整形外科 7 月23日伏） 中央公民館

レ受付時間 各科とも午前 8 時30分～11まてる

レ注意すること 脳卒中等による障害の人は、 

発病後 3 か月以上経過していること。 内科受

診者は、心臓、呼吸器障害に限られ、次の資

料が必要ですから注意して下さい。 ①胸部x 

線写真②国B剖建康保険等の保険証を持参する

こと。 

※間い合わせ ili福祖二事務所福ネ止係（内線297) 

平成 3年(1991年)5月15日 広報ごしょがわら (第735号) @

平成 3年度第15回
手話講習会を開催します

[>目的 手話を正しく理解させ、手話奉仕H及

び、手話通訳者を護成し 、聴覚障害者の福祉

増進を図ること を目的とします。

[>主催 社団法人青森県ろうあ協会

[>協力 五所川原子話サークル「ひまわり」

[>受講者 聴党障 害者の福祉に理解と熱意を有

し、将来、 手話奉仕tJ.、予話通訳書及び聴党

障害者との交流 を希望する者

[>講習内容初級コース

(1)予 話と指文字と起源及び解説

(2)聴覚障吉:省の福祉と現状

(3)聴党附害者の教育及び交流

[>会場 五所川原rli'"央公民館

仁〉時間午後 611~30分から 8 時

[>受講料 無料(fhl.しテキスト代として初級600

円必要です)

[>問い合せ 山凹j勝彦(昔 話 -6762)

[>日平呈 6 rJ12L1 /Jf.l，h'1i-ェ℃・ 予J舌角仏説

6 i1l911、 6Ji 26 U、 7月 211、 7n 9 11、

以上実技 6月14IJ体験学習・大会交流

7 TJ17/l、 7 Jl24口、 7 IJ 3111、以|二実技

8 J 1 7 [j 体験学習・ミニ講演 8 J J 2111実技

8汀281J閉講式・反省

身体障害者の

巡回診査を行います

仁〉対象者 ① 身体問害者子帳の交付を受けるた

め診査を必要とする人②障害の程度に変化が

あり、障害の程 度、等級の変更、更生医療 を

必婆 とする人③補装共等の交付、修理を必要

とする人④その 他、身体障害省で医療施設入

所等の相談を希望する人

[>診査科目及び場 所、日程

O耳 鼻科 6 J'1 5日(ぷ) 中央公民館

。内科 6月181](火) 中央公民館

OfJ艮科 6月25日伏)働く婦人の家

0整形外科 7月23日伏) 中央公民館

[>受付時間 各科とも午前 8時 30分 -11まで

[>注意する こ と 脳 卒中等による障害の人は、

発病後 3か月以上経過していること 。 内科受

診者は、 心臓、呼吸器障害に限られ、次の資

料が必要ですから注意して下さし述。①胸部X

線写真②国民健 康保険等の保険証を持参する

こと。

※問い合わせ 市福祉事務所福祉係(内線297)

第33回水道週間の実施
一一滴の水も地球の贈りもの-

b日 時 6月 1日から 6月 7日

月日 行事名 内 佳M子. 開催場所

5月30日 保育園の巡回 風船、ステッカ一、
市内各保育園

トムとジエリー

5113111 
広報車の巡同

6113" 
水道週間のPR 市内一円

6 11 J 11 水道週間 (一滴の
懸 霊 右下

ぷも地球の'00り物)
水道庁舎

6 11 7 " 

6月3口 水道デー 花火10時・ 11時・ お祭り広場
午前10時から 12時各1発

そば¥わたあめ、く
じひき各コーナー
パネル、水道機査
機i器
陶器の展示
2級配管伎工夫伎

B抽."，凶M~耳

6月4I:l 人ぐらし家 、母同出 ι|水道の相談ハ
巡l"lf，革開 キンミ平の無料修理

各 家 庭

市民参加の植樹祭開催
緑を大切に潤のある生活を

[>日 時 6JI911(1I)午liinorl、送迎ノ〈ス利月j

の )jは、午前 9時まで市役所二前に集合

じ〉場所 3良野長根公凶

[>申込み締切 6JI511 農林説(内線215)

じ そ の 他 長ぐっ又はズック、軍予を用怠して

下さし、。昼食、使用道具は、 r行で準備します。

参 加省全nに白木の無償配布があります。

'91地域公演フェスティバルinあおもり
『風の子バザール』

一 世界のお話でてこい一
(劇団風の子)

ILI分のすぐ Uの前で、汗を流し、息をきらし

身体中で表現し て いく生の舞台に、子供達の夢

は 、大 きく 広が りま す。 この感動をすべての子

供に届けたい。

[>整理券 4才以 l二、前売 800円(当 l三1900/:g)

3才 以 下 は 無 料 で す。

U H寺 Jz合=ミ、 土毒;

6 / 11(火) 6 : 30 しきしま コミ セ ン

12(水) 7 : 00 松島集会所

13(木) 6 : 30 コミセン 三 好

14(1訪 6 : 30 コ 、、、 セ ン 栄

15U才 2 : 30 富士見コミセン

7 : 00 コミセン 宣反 言吉

[>後援 青 森 県 教 育 委 員 会 五 所 川 原 市 教 育 委

員会

[>問い合せ 五所川原おやこ劇場 ft34-2170
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図書館だより 公34-4334 

図書館は、ばく書（本の虫干し）のため、 

5 月21日因から 5月31日岡まで休館します。 

6月 1 日田から平常通りとなります。 

新受入図書 

書 	名 著者名 書 	名 著名名 

日本異界絵巻 宮田 	登 破 軍 の 星 北方 謙三 

今を深く生きる
ために 

中野 孝次 臭 	高 大下 英治 

日本史の名著 吉川弘文館 
黄金を抱いて物
ノべ 高村 	薫 

平成即位の礼 朝日新聞社 無 明 の 蝶 出久根達郎 

フセイン独裁下の
イラクで暮して 

川口・ 
マーン.恵美 

影 	絵 渡辺 淳一 

マルクスの誤算 文萎春秋 そしてわが祖国 落合 信彦 

r
 
核
 
燃
 

六
村
 
ケ
長
 
所

選
 

明石昇二郎 ホ ン の本音 群 ようこ 

ま ち が輝く 
過疎を逆手

にとる会 
最後のひと 山本 夏彦 

世界の憲法、日
本の憲法 

中嶋 一麿 過ぎゆく日暦 松本 清張 

25時のテイクオ
フ 

見城美枝子 
小説家のメニュ 

開高 	健 

女六十歳からの
現役人生 

吉武 輝子 対談集東と西 司場遼太郎 

京の大文字もの
がたり 

岩田 英彬 
夜のチョコレ一
ト 

森 	瑠子 

ホーキング、宇
宙を語る 

S .W. 
ホーキング 

密告の正午 赤川 次郎 

偏頭痛百科 
オリバー 

サックス 
猫を数え て 阿刀． 高 

外反母鉦症候群 笠原 	巌 難解な絵本 
いとう 

せいこう 

第「三・五」の波 山根 一真 人々 の旅路 内海隆一郎 

わかりやすい絹
の科学 

間 	和夫 英雄ラフアシ伝 岡崎 弘明 

米とかあちゃん 竹熊 宜孝 跳 	躍 	台 小川 国夫 

農業ルネッサン
ス 叶 	芳和 瑠璃色の時間 香咲弥須子 

春の全国交通安全運動実族中、 

（平成3年5月20日まで） 

重点目標 

1.子供と高齢者等の交通防止 

2．若年運転者による無謀運転の追放 

3．シートベルト、ヘルメットの正しい着用の徹底 

4．違法駐車の締め出し 

市内読書会配本所 

団体名 所在地 取り扱い者 電話 人員 

藻川読書会 藻川字藻川 高 橋 宏 治 36-2773 R
〕
 
 

北斗読書会 
若葉2丁目 

12-3 
木 村 淑 子 35-9467 6

  

鶴ケ岡読書会 
大字鶴ケ岡字 

鎌田287 小 野 	稔 36-2 143 10 

葱坊主読書会 
若葉1丁目 

6-15 
小 枝 信 子 35-5957 12 

あすなろ 
読書会 

敷島町49-1 楢 崎 裕 子 35-246 1 25 

食糧事務所 
読書会 

敷島町36-5 神 	久 35-2138 27 

田園読書会 鳥森39-41 小笠原 三重子 35-6936 6
  

曙読 書 会 
飯詰字石田 

180-2 
岡 田 晴 正 37-2712 10 

なかよし 
読書会 

雛田109-12 木 村 カ チ 35-5018 6
  

中井整形 
読書会 

田町110-21 小 野 	明 35-3802 21 

津鉄読書会 大町39 鎌 田 淳 也 34-2148 12 

七和読書会 大字羽野木沢
字実吉35 

宮 崎 浩 一 29-2111 10 

コミセン栄 
読書会 

みどり町 
4-130 

工 藤 	栄 35-1926 100 

くるみ読書会 幾世森56 伊 藤 キ エ 34-2721 17 

青山荘読書 
金山字盛山 

42-8 
成 田 恵梨子 35-4215 117 

西北病院 
読書会 

布屋町41 寺 田 ひろ子 35-3 111 26 

松島読書会 松島町6-36 白 戸 洋 子 35-8693 18 

子どもの森 
読書会 

元町152-1 山 谷 	清 34-3330 10 

日立読書会 
大字漆川字 

鍋懸156 神 	修 一 35-567 1 300 

身 障 者 飯 	詰 木 村 	勉 37-2252 ワ
］
  

毘 沙 門 北 川 洋三郎 36-3028 

錦 	町 山 谷 清 志 35- 1086 11 

計 755 

駅東部地区土地区画整理 

審議会委員がり央りました 

さきに 「広報ごしょがわら」 3 月15日号でお

知らせした駅東部地区土地区画整理審議会委員

選挙は、届け出のあった候補者の数が、選挙す

べき委員の数を超えないので、投票は行いませ

んでトした。 

土地の所有者から選ばれた審議会委員は次の

とおりです。 （敬称略） 

寺田有宏（石岡）、小野勝章・三橋一志‘福士

勲（以上ーツ谷）、小田桐繁喜代（元町）、野呂邦

雄（鎌谷町）、木目馬芳直（吟秋田） 

⑦ 平成 3年(1991年)5月15日 広報ごしょがわら (第735号)

図書館だより ft34-4334 

図書館は、ばく害(本の虫干し)のため、

5月21日凶から 5月31日(創まで休館します。

6月 1日(土)から平常通りとなります。

新受入図書

~ ぞ 名 著者名 ~~t 名 J存名 名

日本異界絵巻 宮田 登 破軍の皐 北方謙三

今を深く生きる
中野孝次 ~ 高 大下英治

ために

日本史 の名苓 吉川弘文館
黄金を抱いて朔

町村 3島〆、4

平成目11位の礼 朝日新聞社 無 l明の蝶 出久恨i主自11

フセイン独裁下の 川口・
1院ノ4 絵 渡辺淳一

イラクで暮して マーン恵美

マルクスの誤算 文義春秋 そしてわが祖国 落合信彦

六ヶ所「核燃」
明石昇二郎 ホンの本音 l洋ょうこ

村長選

まちが輝く
過疎iを逆手

最後のひと 山本夏彦
にとる会

世界の憲法、日
中嶋 一麿 過ぎゆく日照 松本的張

本の憲法

25時のテイクオ
見城美枝子

小説家のメニュ
|羽市 健

7 

女六十歳からの
吉武輝子 対談集束と西 丙場i立太郎

現役人生

京の大文字もの
岩田英彬

夜のチ ョコレー
森 f書チ

がたり ト

ホーキング、字 s.w. 
密告の正午 赤川次郎

宙を諮る ホーキ ング

偏頭痛百 科
オリノミー

j荷を数えて 阿)1岡市
サック ス

外反母駈症候群 笠原 量生 難解な絵本
いと う
せいこう

第「三 ・五」のj庄 山根 一真 人々の旅路 内海隆一郎

わかりやすい紛
間l 和夫 英雄ラ 77シ伝 岡崎弘明

の科学

米とかあちゃん 竹熊宜孝 跳 U~ ムτ晶1、 小川国犬

農業ルオ、ッサン
日十 芳和 E留璃色の時間 ?号咲弥;良子

ス

春の全国交通安全運動実族中
(平成3年5月20日まで)

重点目標

l.チ供と高齢者等の交通防止

2.若年運転者による無謀運転の追放

3.シート ベルト、 ヘルメ ットの正しい打月!の徹底

4.違法駐車の締め出し

市内読書会配本所

団 体 名 所在地 取り扱い者 電 話

藻川説害会 藻川字藻川 高矯宏治 36-2773 

北斗読害会
若葉2丁目

木村淑子 35-9467 12-3 

鶴ヶ岡読書会
大字鶴ヶ岡字

小野 稔 36-2143 
鎌田287

葱t方主読書会
若葉1丁目

小枝信子 35-5957 6-15 

あすなろ
敷島町49-1 相宮崎裕子 35-2461 

読書会

食憧事務所
敷島町36-5 神 久 35-2138 

読害会

田園読書会 烏森39-41 小笠原三重子 35-6936 

飯誌字石田
曙読害会

180-2 岡田時正 37-2712 

なかよし
雛田109-12 木村カチ 35-5018 

読書会

中井整形
田町110-21 小野 明 35-3802 

読舎会

1章鉄読書会 大町39 鎌田淳也 34-2148 

七和読書会 大字羽野木沢
宮崎浩一 29-2111 

字実吉35

コミセン栄 みどり町
工藤 栄 35-1926 

読舎会 4-130 

くるみ読誉会 幾世森56 伊藤キエ 34-2721 

青山荘読書
金山字盛山

成田恵梨子 35-4215 42-8 

西北病院
布屋町41 寺 田 ひ ろ 子 35-3111 

読害会

松島読書会 松島町6-36 臼戸洋子 35-8693 

子どもの森
元町152-1 山谷 t青 34-3330 ;]e舎会

目立読書会
大字漆川字

神 修一 35-5671 
鍋懸156

身 F草 者 飯 3き 木村 勉 37-2252 

毘 沙 門 北川 j羊三郎 36-3028 

S自 田T 山谷清志 35-1086 

計

駅東部地区土地区画整理
審崎会委員が決りました

人員

8 

6 

10 

12 

25 

27 

6 

10 

6 

21 I 

12 

10 

100 

17 

117 

26 

18 

10 

300 

2 

11 

755 

さきに「広報ごし ょがわら_j 3月15日号でお

知らせした駅東部地区土地区画整理審議会委員

選挙は、届け出のあ った候補者の数が、選挙す

べ き委oの数を超えないので、投票は行いませ
んでした。

土地の所有者から選ばれた審議会委員は次の

とおりです。 (敬称聞各)

寺旧有宏(石防J)、小野}]券章 ・三橋 一志 ・福士

勲(以 tーツ谷)、小田桐繁喜代(元町)、里子百邦
雄(鎌谷町)、本I I.!!~芳直(吹畑)
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市教育委員会より 

カナダ人形劇場と金太豆蔵一座

の、ジョイント公演開催 

この公演は、 3 歳の子供から大人まで、すべ 

ての人々が充分楽しめる舞台となっています。 

国際的にも高い評価を得ている人形劇ですので 

是非とも、 この機会にご鑑賞下さい。 

レ日時 平成 3 年 5 月30日休） 

1回目 午前10時三3O分～午後 0 時30分 

2 回目 午後1時30分～午後 3 時30分 

レ会場 五所川原ili民文化会館大ホール 

’ レ入場料 無料 

レ間い合せ 社会教育課（内線250) 

あすなろ尚学院五所川原校の

学院生（新入生）募集 

―高齢者の生涯学習及び社会参加活動 

レ期日 6 月から12月まて冬 

レ場所 市中央公民館 

＞人員 65歳以上男女合わせて40人 

D締切 5 月25日 

ン申込み 社会教育課（内線250) 

恐山と薬研めぐり 
レ日時 6 月16日（日） 

レコース 五所川原中二前発 6 時～鶴田～板柳 

～藤崎～青森～恐山～薬研（ホテルニュー薬 

r 研・昼食）～むつ～六ケ所石油基地～藤崎～ 

五所川原中三前着20時 

レ集合時間・場所 五所川原中三前午前 6 時

レ会費 5,800円（昼食、見学料込み） 

ン申込み 青森市松森字佃175 青森県歴史の道

整備th 進協議会事務局廿0177-42-1064 

レ申込み締1;:J 6 月14日（金） 

レ申込み受付時間 午前 8 時30分～午後 4 時 

（日曜日を除く） 

小学生のみなさん 

国民年金展の⑧⑨ 

作品を募集します 
今年で27回目を迎えるこの作品展は、国民年 

金制度の普及推進と、小学生の習字教育の向上 

に寄与することを目的として開催されます。 

今年は青森市内で展示する予定です。 

レ間い合せ 国保年金課（内線265) 

スポーツ情報 

ポプラテニスクラブ 
―早朝テニスの会― 

清涼な空気、穏やかな日射し、 

たおやかな風 

今シーズンから、早朝テニスを開催します。 

初心者の方、 ご夫婦で軽く楽しみたい方、運動 

不足を解消したい方、 どなたでも歓迎します。 

N使用コート 市営テニスコート 

レ開催時間 6日寺～ 8 日寺 

ン会費 1 シーズン 1,000円 

レ入会希望者 直接コートまでトおいで・下さい。 

ラケッ ト、ボールを無料では了貸しすることも 

で’きます。 

代表 ーツ谷128-24 石田 瑛久 

ク ’ーツ谷158 	葛西 隆 

顧問 フpロ公認コーチ 角田 豊 

※コート東に眺める五農跡地のポプラの大木が、 

クラブ名の由来です。 

ストレツチ体操で心も体も 
リフレツシユノ 

楽しみながら、 口頃の運動不足を解消しまし 

ょう。 年齢を問わず’、 どなたでも参加できます。 

レ日時 毎週土曜日、午後1時30分～ 3 時 

＞場所 市働く婦人の家 

レ申込みと問い合せ 坂本恵子（費34-5485) 

グラウンドゴルフ会員及

び、クラブ募集 

ーいま人気のニュースポーツー 

スポーツを通して、 コミ

二1ーニケーションをはかりま

しょう。 

レ間い合せ 

五所川原ニュースポーりノ

協議会 G市教育委員会内） 

担当 斎藤（内線250) 

ただ今、踏切事故防止及び 
鉄道妨害防止運動を実施中 

0踏切を渡る時は、 一旦止って左右の確認。 

〇警報機が鳴り出したら、絶対踏切には入らな 

し、 

〇線路を渡る時ぱ必弓」’踏切を。 

線路内歩行は止める。 

〇線路の上に、石などは、絶対置かない。 

o 

平成 3年(1991年)5月15日 広報ごしょがわら (第735号)③

臣室窒霊璽

カナダ人形劇場と金太豆蔵一座

の、ジョイント公演開催
この公漬は、 3蔵のチ供から大人まで、すべ

ての人々が充分楽しめる舞台となっています。

国際的にも高い評価を得ている人形劇ですので

是非とも、この機会にご鑑l't下さい。

1>日時 平成 3年 5月30日(木)

1回目 午前10時 30分~午後 011年30分

2同日 午後 1時 30分~午後 311.¥，30分

1>会場 五所川原市民文化会館大ホール

1>入場料 無料

1>問い合せ 社会教育課(内線250)

あすなろ尚学院五所川原校の

学院生(新入生)募集

一高齢者の生涯学習及び社会参加活動-

b期日 6月から 12月まで

1>場所 市中央公民館

1>人員 65歳以上見交合わせて40人

1>締切 5月25日

1>申込み 社会教育諜(内線250)

恐山と薬研めぐり
1>日時 6月16日(11)

じ〉 コース 五所川原中三前発 6日、子~鶴fll-板材11

~藤，11奇~青森~恐山一薬師(ホテルニュー薬

研 ・昼食) - むつ~六ヶ所石油基地一雌 ，11奇~

五所川原中三郎l-i守20時

1>集合時間・場所 五所川原中三 前午前 611t

b会費 5 ，800fT] (昼食、見学料込み)

1>申込み 青森市松森字11I1l75青森県歴史の道

整備促進協議会事務局宮 0177-42-1064

1>申込み締切 6月14日(剣

1>申込み受付時間 午前 811手30分 一午後 4時

(口 H必口を除 く)

小学生のみなさん

岡民年金展の⑧⑧
作品を募集します

今年で27 ~11 日を迎 えるこの作品1Mは、国民年

金制度の汗及推進と、小学生の胃宇教育の向上

に寄与することをF-HI勺として開催 されます。

今年は占森"1内 で出ノjミする予定です。

1>問い合せ 国保年金諜(内線265)

EiW酉
ポプラテニスクラブ

-早朝テニスの会一

清涼な空気、穏やかな日射し、

たおやかな風

今シーズンから 、'，'-i;i1Jテニスを開催します。

初心省の )J、ご犬!k，uで軽く楽しみたい方、運動

不足を解消したい)7、 どなたでも歓迎します。

1>使用コート rl1'営テ ニスコー ト

1>開催時間 6 11、子- 8日、子

1>会費 1シーズン 1，0001:r]

1>入会希望者 直接コ ー トまでおいで下さし、。

ラケッ ト、ボールを無料でお貸しすることも

できます。

代表 ーツ谷128-24 石田瑛久

・ツ谷158 i与凶 1I径

顧 IiJ] プロ公認コーチ角田 豊

※コート点に眺める JL牒跡地のポプラの大木が、

クラブ名の由来です。

ストレツチ体操で心も体も

リフレッシユ/
梨しみながら、 IJ凶の運動不足を解消しまし

ょう。 年齢を I1:Jわず、どなたでも参加できますo

b日時 1，]:週土UN11、午後 111.¥'30分 - 3時

1>場所 I打倒 く財人の家

1>申込みと問い合せ 坂本恵チ(宮 34-5485)

グラウンドゴルフ会員及

び、クラブ募集

ーいま人気の二 ユースポーツー

スポーツをi盈して、コミ

ュニケーションをはかりま

しょ う。

1>問い合せ

五戸斤川原ニュースポーツ

協議会(市教育委品会内)

相当斎雌(内線250)

ただ今、踏切事故防止及び

鉄道妨害防止運動を実施中

O 踏切を渡る H

O符幸報民機がI円的1旺貼{臼jり札l山，'1'，したら、絶対踏切には入らな

L、。
0 車}H凶?を iJ3f. る H、干は必、す~' Jr.ヲ-l;JJ を 。

*s民的H大~~J汁Tはi仁める 。

0線路のヒに、石などは、絶対置かな ¥" 0



平‘ 3年罵 

税のしおり 

"”脱F'“曾遥合合
五 所 川 耳 地 区 重昌 

レ日寺期 9 月21日（土）~23日（月）2I白 3 口

レコース 青森港一東京港晴海埠頭 

レ対象人員 県内に居イ主する1既ね30歳から60歳

までの女性。 五所川原市 7 人。 

レテーマ 女性の積極的な社会参加を進めるた

め 

レ参加申込み 平成 3 年 5 月］日～ 5 月31日 

D参加負担金 1人24,000円 

レ参加資格 「婦人の船」 の一般団員は、次の

各号に該当する女」生であって、居住する市町

村長の推薦を受けた者の中から、知事が選考

した者とする。 

(1） 県内に居住する概ね30歳から満60歳（平

成 3 年 4 月 1日現在） までの者 

(2） 船内生活に適lii5できる、心身共に健康な

者 

(3） 船内での日程に従って規律ある行動がでト

き、 かつ協調性三に富み、団体生活に積極的

に参加で’きる者 

(4） 洋上研修終了後、それぞれの地域、職場

婦人団体等において、活発な活動が期待てる

きる者 

レ間い合せ 総合サービス課（内線281番） 

こ税こに強くなりましょう 

あっ旋価格 lf冊320円 購入申込み 5 月20日（月） 

・市町村納税貯蓄組合連合会 

事務局 市役所収納課内（内線202番） 

・青森県納税貯蓄組合連合会 

五所川原支部事務局 五所川原県税事務戸斤内 

廿 34-3141 

婦
登
ト
男一
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（第735号） 

次の方が 

行政相談委員に委嘱されました 

、こ夢果 
青森県婦人の船参加者募集 

田中 文雄 
	

川村 昌子 

五所川原市字岩木町24 
	

五所川原市字敷島町14 
か 34-3O95 
	

廿 34-2519 

行政相談委員は、  総務I丁から委嘱されます。  ’ 
市役所の仕事、例えば、税金、登記、年金等、 

日頃お困りになっていること、納得のいかない

こと、又は市役所に対する要望等、 どんなこと

て、も木目談に応●じます。 相談は無半Iです。 秘密は

厳守します。 お気軽に相談して下さい。 

平成3年度（第20回） 

採石業務管理者試験 
レ日時‘場所 平成 3 年 6 月 4 日（メこ） 

午前10時三～午後 0 時30分 

「青森県共同ビル」 2 階大会議室 

青森市新町二丁目4-1 

レ試験科目 筆記による。 

(1） 岩石の採取に関する法令（環境関係令を

含む） 

(2） 岩石の採取に関する技休『的な事項 

レ受験願書受付期間 

平j戊 3 年 5 月23日 （郵送の場合は 5 月23日伺一 

けの消印有効） 

レ提出書類 

(1) 受験願書 1通（別紙様式） 

(2) 履歴書 1通（別紙様式） 

(3） 写真 1枚（手札形、 タテ13・ョコ9 セン

チ、正面上半身、願書提出前 6 ケ月以内撮

影のもの。 裏面に、撮影年月日、氏名、年

齢を記入） 

）間い合せ 〒030 青森市長島一丁目1-1 

青森県商工労働部 金広政保安課 石少利採石班三

か 0177-22-1111（内線4190番） 

10 	今ノ 

, 
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青森県婦人の船参加者募集

c>時期 9月21日(J:)-23日(r-j)2 7(1 3日

c>コース 青森港 点京港町 海上白頭

じ〉対象人員 県内に居住する概ね30歳から60歳

ま での火1'1:0 五所 川原 市 7人。

c>テーマ ム町内の積極的な社会参加を進めるた

め

c>参加申込 み 平成 3年 5片 ]11-5月311::l

c>参加負担金 1人24，000円

c>参加資格 「財人の船」の一般卜円以は、次の

各片に該当する火|生であって、居住する市町

村長の推薦を受けた劣の中から 、知事が選考

した省とする。

(1) 県内に居住する概ね30麓から満60歳(平

成 3年 4月 1日現在)までの者

(2) 船内生活に適応できる、心身共に健康な

者

(3) 船内での日程に従って脱fItある行動がで

き、かつ協調性に富み、団体生活に制極的

に参加 できる者

(4) 洋上研修終了後、 それぞれの地域、職場

財人同体等において、活発な活動が則待で

きる者

c>問 い合せ 総合サービス諜(内線281番)

と税ミに強くなりましょう

."・R・内伎町...盆週含舎
亙鮪川 ..，笹 屋支盤

報面

ff 
~1 
J/ 

あっ旋価格 1冊 320円 購 入 申込み 5月20日(月)

.市町村納税貯蓄組合述合会

事務局 市役所収納説内(内線202番)

.占森県納税貯蓄組合連合会

五所川原支部事務局 li所川原県税事務所内

霊宝34-3141

次の方が

行政相談委員に委嘱されました

田中文雄
五所川原市字岩木町24

合 34-3095

川村昌子
五所川原市字敷島町1-4

ft34-2519 

行政相談委nは、総務庁から委嘱されます。

市役所の仕事、例えば、税金、登記、年金等、

，-，頃お閃りになっていること、納得のいかない

こと 、又は市 役 所 に 対 す る要望等、どんなこと

でも相談に応じます。相談は無料です。秘密は

厳守します。お気軽に相談して下さい。

平成3年度(第20回)

採石業務管理者試験
c>日 時 ・場所 平成 3年 6月 4日(火)

午前10時~午後 011年30分

「1gf森県共同ピルJ 21術大会議室

-， 11森市新~IJ_二 r n 4 - 1 

c>試験科 目 水 記 に よ る。

(1) れ石の採取に閲する法令(環境関係令を

合む)

(2) れ石の探取に関する技術的な事項

c>受験願書受付期間

、F'I&3年 5J J 23日(郵送の場合は 5JJ23n付

けの消印有効)

c>提 出 害 類

(1) 受 !抑制.'}1通(別紙様式)

(2) 胤!従 ~~n 通(別紙峨式)

(3) ~弘之 1 字文 (予キLJF~ 、 タ テ13・ョコ 9セン

チ、正面上、|三身、I，Iiji~守提出前 6 ヶ 月以内撮

影のもの。 災 面 に 、 撮 影 年 月 日 、 氏 名 、 年

齢を記入)

仁〉問 い合せ 〒 030，'1:森市長島一丁 目1-1

-，'1森県商工労働ltIS 鉱政保安課 砂利保石班

宮 0177-22-1111 (内線4190番)

'0今子戸グ



6月の健康センター相談日 

レ期日 6 月 7 日、14日、21日、28日で’す。（毎

週金曜日)o 

レ時間 午前10時から午後 3日寺まて％ 

レ内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応5じますので、赤ちゃんからお年寄りまて各

お気軽にご利用ください。 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

レ受付時間 12 : 30-12 : 45まてる 

レ持参するもの 母子1建康手帳、バスタオル。 

r 3歳児はアンケートと尿を小ビンに入れて 

持参ください。 

※注意 （ユ)6 カ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経芽細胞腫（小児がん）の検

査セットを、母子健康手帳を持参のうえ衛生

課窓口にもらいにきてください。(6 カ月、 7 

カ月児に限るJ 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子一

さんはご遠慮ください。 

レ問い合せ 保健環境課（内線268番） 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ 月児 
平成 3 年 

2 月生まれ 
6 月11日因 健康診査 

6 カ 月児 
平成 2 年 

11月生まれ 
6 月18日因 健康相談 

1 	歳 児 
平成 2 年 

5 月生まれ 
6 月24日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 
平成元年 

12月生まれ 
6 月25日因 健康診査 

3 歳 児 
昭和63年 

2 月生まれ 
6 月20日困 健康診査 
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事業所統計調査・商業統計調査 

ニつの調査が同時に行われます。 

平成 3 年 7 月 1日調査員が、それぞれ 

の事業所にお伺いしますので、調査票の 

記入にご協力下さい。 

平成 3 年（1991年）5 月15日 	 広報ごしょがわら 
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無料巡回診療のお知らせ 

健康管理には病気の早期発見が肝要です。 

下記の日程で実施しますので、当該地区のみ 

なさんはお気軽に才三】,いで・ください。 

実施月日 地区名 時間 会 	場 医 師 名 

6 月 4 日因 
朝日

興隆 

午

1
 

・
か
 
2
 

ま
 

後
時
 

ら
 
時
 
で
 

朝日興隆
婦人ホーム 

兼平 	亘先生 

6 月 5 日困 高野 
高野文化 
センター 

冨田 重照先生 

6 月 6 日困 共栄 共栄集会所 三上 光次先生 

6 月 7 日（劃 中泉 中泉集会所 対馬 昭幸先生 

6 月12日困 
野里
神山 

コミセン 

長 橋 
佐藤 	実先生 

6)1 I311( 
若山 

Il沢 
若山公民館 小笠原精樹先生 

栄養教室のお知らせ 

―山菜のおいしい季節です― 

山菜をつかって薄味半~理を学び、調理の工夫

でむりなく減塩していきましょう0 是非参加し

てみませんか。 

ンテーマ・：栄養の知識を学び、習慣病といわれ

る成人病を防ごうノ 

レ時 間：9 時30分～13時 

レ料 金：無畔斗 

レ持参するもの：エプロン、筆記用具、 ごはん

みそ汁（小びんなどに入れて）、健康手帳、食

事しらべ用紙（地区の保健協力員からもらっ

てください） 

レ申し込み先：地区の保健協力員へ（参加申し

込み用紙がありますJ 

ン締め切り日： 5 月31日（劃 

対象地区 開催月日 開 催 場 所 

中川地区 6 月 4 日吹） コミュニテイセンター中川 

レ間い合わせ il了保1建環境課（内線268番） 

(第735号)⑩広報ごしょがわら平成 3年(1991年)5月15日

無料巡回診療のお知らせ

健康管理には病気 の早期発見が肝要です。

下記の日程で実施しますので、当該地区のみ

なさんはお気軽においでください。

実施月日 i駆名 時間 dヱ〉ミ、 場 医師名

6月4日(火)
朝日 朝日興隆

兼平 亘先生
興隆 婦人ホーム

6月5日(本) 高野
午後 品野文化

冨田重照先生
1時 センター

6月6口(木) 共栄
から

共栄集会所 三上光次先生

6月7臼(鉛 中泉
2 Bキ

中泉集会所 対馬昭幸先生

6月12日(水)
里f里 コミセン

佐藤 実先生
神山 まで 長橋

6月13日(木)
若山

若山公民館 小笠原精樹先生
戸沢

6月の健康センター相談日

1>期日 6月 7日、 14日、 21日、 28日です。(毎

週金曜日)0

b時間 午前10時から午後 3時まで、。

1>内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応じますので、赤ちゃんからお年寄りまで

お気軽にご利 用くださし」

乳幼児の健康診査

栄養教室のお知らせ

一山菜のおいしい季節です一

山菜をつかつて薄味料理を学び、調理の工夫

でむ りな く減塩してい きましょう。是非参加 し

てみませんか。

じ〉 テーマ・:栄援の知識を学び、習慣病といわれ

る成人病を防ごう/

1>時間 9H，'t30分 -13時

1>料金:無料

1>持参するもの :エプロン、筆記用具、 ごはん

みそ汁(小びんなどに入れて)、健康手帳、食

事しらべ用紙(地区の保健協力員からもら っ

てくださ い)

1>申し込 み先 :地区の保{樹:hJ，力員へ(参加申 し

込 み用 紙が あり ます。)

1>締め切り日 5月31日(剣

1>場所 市保健セ ンター

1>受付時間 12: 30-12: 45まで

1>持参するもの 母子健康手帳、パスタオル。

3歳児はアンケートと尿を小 ビンに入れて

持参くださし述。

※注意 ① 6ヵ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、 神経芽細胞腫(小児がん)の検

査セットを、母子健康手帳を持参のうえ衛生

課窓口にもらいにきてください。(6ヵ月、 7

ヵ月児に限る。)

②病気療養中(特に伝染性の病気)

さんはご遠慮ください。

1>問い合せ 保健環 境課 (内線268番)

のおチ

月 齢 対象児 共月 日 内容

3 ヵ月児
平成 3年

6月11日(火) 健康診査
2月生まれ

6 ヵ月児
平成 2年

6月18日伏) 健康相談
11月生まれ

1 歳 児
平成 2年

6月24日(月) 健康相談
5月生まれ

l歳6ヵ月児
平成冗年

6月25日伏) 健康診査
12月生まれ

3 歳 児 昭和63年 6月20日(木) 健康診査
2月生まれ
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コミュニティセンター中川

上易{窪開FlM雀月日

6月4円(:k)

対象地区

中川地区

(内線268番 )市保健環境諜じ〉問い合 わせ

望日

圃
事業所統計調査・商業統計調査

津
軽
鉄
道

二つの調査が同時に行われます。

平成 3年 7Jl 1ハ調査員が、 それぞれ

の事業所にお伺い しますので、調査票の

記入にご協力下さい。
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